
2016年 4月〜2017 年 3 月までの健康管理医学分野研究業績 

 

I 論文（英文 原著） 

① Matsukawa T, Hashimoto D, Sugita J, Nakazawa S, Matsushita T, 

Kashiwazaki H, Goto H, Onozawa M, Kahata K, Fujimoto K, Endo T, Kondo 

T, Hashino S, Yamazaki Y, Teshima T. Reduced-dose methotrexate in 

combination with tacrolimus was associated with rapid engraftment and 

recovery from oral mucositis without affecting the incidence of GVHD. 

Int J Hematol 104:117-124, 2016. 

② Miyashita N, Endo T, Onozawa M, Hashimoto D, Kondo T, Fujimoto K, Kahata 

K, Sugita J, Goto H, Matsukawa T, Hashino S, Teshima T: Risk factors 

of human herpesvirus 6 encephalitis/myelitis after allogeneic 

hematopoietic stem cell transplantation. Transplant Infect Dis 2017 Feb 

16 

 

II論文（和文 著書） 

① 橋野 聡：北海道における勤務医高齢化の特色. 「勤務医の過重労働を改善

するために」北海道医師会勤務医部会報告 16-22項、平成 29年 3月 20日発

行 

 

III 論文（和文 総説） 

① 橋野 聡：心合併症、みんなに役立つ造血細胞移植の基礎と臨床 改訂３版

（神田善伸 編）、医薬ジャーナル社、大阪、538-543項、平成 28年 6月 20

日発行 

 

IV論文（英文 症例報告） 

① Ohe M, Hashino S: Successful treatment of angioimmunoblastic T-cell 

lymphoma with clarithromycin. Blood Res 51:139-142, 2016. 

② Ohe M, Hashino S, Nagai K, Hattori A, Furuya K: Primary Pulmonary 

Hodgikin Lymphoma associated with primary Sjogren’s syndrome. Ewha Med 

J 39:95-98, 2016. 

③ Ohe M, Hashino S: A cese of idiopathic pulmpnary fibrosis treated with 
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clarithromycin. East J Med 21, 39-41, 2016. 

V 寄稿 

① 北大保健センター（健康管理医学分野）：教室探訪. 北海道医療新聞 第 2146

号（平成 28年 10月 7日）

VI全国学会・研究集会発表 

① 川原由佳子、橋野 聡、他：葉酸摂取に関わる食品選択について〜葉酸関連

調査をふまえて〜. 第 68 回北海道公衆衛生学会（平成 28 年 10 月 1 日 

札幌市）

② 川原由佳子、橋野 聡、他：女子大生・女性教職員への葉酸摂取調査〜食

事・生活習慣、遺伝との関連を踏まえて. 第 54 回全国大学保健管理研究集

会（平成 28 年 10 月 5 日・6 日 大阪市）

③ 石原 可愛、橋野 聡、他：留学生支援の取り組み –新入留学生対象秋の保健

センター見学会を開催して-.第 54 回全国大学保健管理研究集会（平成 28

年 10 月 5 日・6 日 大阪市）

④ 齋藤暢一朗、橋野 聡、他：大学生の PHQ-9 からみる自殺予防と学生支援の

あり方の検討. 第 54 回全国大学保健管理研究集会（平成 28 年 10 月 5 

日・6日 大阪市）

⑤ 武田弘子、橋野 聡、他：大学で実施する PHQ-9 のカットオフ値についての

考察〜質問項目９と合計得点〜. 第 54 回全国大学保健管理研究集会（平成

28 年 10 月 5 日・6 日 大阪市）

⑥ 斉藤 美香、橋野 聡、他：カウンセラーのアウトリーチ活動を学生はどう体

験するか. 第 54 回全国大学保健管理研究集会（平成 28 年 10 月 5 日・6 

日大阪市）

⑦ 吉村 彩、橋野 聡、他：高度肥満男子学生における末梢血リンパ球サブセ 

ット解析. 第 37 回日本肥満学会（平成 28 年 10 月 7 日・8 日 東京都）

⑧ 川原由佳子、橋野 聡、他：若年成人女性への葉酸栄養調査結果について〜

葉酸摂取に関連した保健指導の必要性. 第 47 回日本看護学会 –ヘルスプロ

モーション- 学術集会（平成 28 年 11 月 17 日・18 日 津市）

⑨ 遠藤知之、橋野 聡、他：HIV 感染症合併血友病患者に対する MRI による脳

スクリーニングの意義. 第 30 回日本エイズ学会（平成 28 年 11 月 24 日-26 



日 鹿児島市） 

VII 講演 

① 橋野 聡：飲酒事故防止・救命救急処置. 北大陸上部事故防止講習会（平成

28年 5月 9日 札幌市）

② 橋野 聡：北海道の HIV 診療と札幌 HIV フォーラム. 第 12 回札幌 HIV フォ

ーラム（平成 28年 5月 21日 札幌市）

③ 橋野 聡：飲酒事故防止・救命救急処置. バドミントンサークル「スピナッ

チ」事故防止講習会（平成 28年 6月 10日 札幌市）

④ 橋野 聡：HIV感染症・AIDS. 函館中央病院モーニングレクチャー（平成 28

年 9月 17日 函館市）

⑤ 橋野 聡：再生不良性貧血. ノバルティス札幌支店社内勉強会（平成 28 年

11月 8日 札幌市）


